


情報抜粋：大切な財産（自動車）が狙われています  

 新たな盗難手口：CAN インベーダーが多発 

つくばみらい区長会 
 

新たな自動車盗難手口：CAN インベーダーとは 

CAN インベーダーとは、車のいたるところに通っている「CAN

信号」という配線を経由して車両のシステムに侵入、解錠やエンジン

始動・ドアロックの解錠、純正カーアラームの解除や合鍵の作成まで

可能だと言われています。 

 

CAN インベーダーの対策方法 

現段階では、CAN インベーダーに対する完全なる対策方法はあり

ません。しかし、物理的なセキュリティを講じておくことで車上荒ら

しには遭っても車両そのものを盗難されるリスクは大幅に減少しま

す。 

 

タイヤロックやハンドルロックは、CAN インベーダーはもとより

リレーアタックにおいても有効な防犯対策です。 

 

  タイヤロックに関しては見た目のインパクトもあるため、犯人が

盗難しようとする気持ちを消沈させる効果も期待できます。 

 

ハンドルロックのみの場合は、強固なタイプでないと、近年は簡単

に破壊されてしまいます。 

 

  監視カメラを設置したり、盗まれても位置がわかるように GPS 発

信機を取り付けたりする、といった盗まれた後の対策も重要。 

盗まれた後に車両が発見される可能性を高めることができます。 

以上 

 

※  空き巣・忍び込み・自働車盗難犯罪者は、犯行前に必ず下見を行っ

ていると思われます。 

泥棒へのアンケート調査により犯行を諦めた理由の一位は人の目

（見られた・おはようございます・こんにちはと声をかけられた）と

のことです。自助・共助（自身及び隣近所）を守ることをテーマに

「ながら活動（散歩をしながら・犬と散歩しながら・ウォーキングし

ながら・ジョギングしながら・花に水やりをしながら・農作業をしな

がら・買い物をしながらなど）」を通じ、不審者・不審車両をみかけ

たら 110 番へ通報してください。 


